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日　程　表

9:00
　9：00～
　

　研修セミナー・学会受付開始

10:00

3号館1階　3201 2号館1階　2201

　12：50～13：40

　一般演題A（4題）
　診療・支援プログラム
　

　座長：北山真次（姫路市総合福祉通園センター）

　　　　井上祐紀（東京慈恵会医科大学）

13:00

13:30

14:00

12:00

12:30

　12：45～　開会あいさつ

　10：00～12：00

　　第25回研修セミナー
　「発達障害における感覚処理特性の
　　把握と支援」

　講師：萩原　拓（北海道教育大学）

　座長：辻井正次（中京大学）

10:30

11:00

11:30

　18：45～20：30

　懇親会（明治学院大学白金キャンパス本館10階大会議場）

　13：40～14：40

　基調講演
　「学童期・思春期の発達障害の
　　子どもたちへの医療の関わり」

　演者：本田秀夫（信州大学）

　座長：小林潤一郎（明治学院大学）

17:30

18:00 17：55～18：35

　旧理事会・
　旧代議員総会

18:30

16:00

　16：10～17：00

　　一般演題B（4題）
　評価
　座長：若宮英司（藍野大学）

　　　　海野千畝子（兵庫教育大学）

16:30

17:00
　17：00～17：50

　一般演題C（4題）
　教育と医療1
　座長：柴田光規（川崎西部地域療育センター）

　　　　小林　玄（東京学芸大学）

14:30

15:00 　14：55～15：55

　教育講演1
　「発達障害のある子どもの学校教育の
　　現状と医療に期待すること」
　演者：笹森洋樹
　（国立特別支援教育総合研究所発達障害教育推進センター）

　座長：広瀬宏之（横須賀市療育相談センター）

15:30

月 日（土）
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2号館1階 22012号館2階　23012号館2階　23023号館1階　3201

6月30日（日）

　13：00～　新理事長あいさつ
　        　第122回大会長あいさつ

13:00

11:30

11:00

　10：30～11：30

　教育講演2
　「スウェーデンの教育現場における
　　医療専門職の役割─神経発達症群の
　　支援にかかわる学校医の活動を
　　中心に─」
　　講師：小野次朗
　　　　（明星大学発達支援研究センター）

　　座長：古荘純一（青山学院大学）

10:30

15:00

14:30

14:00

13:30

　13：10～15：10

　シンポジウム
　子どもの学校生活にかかわる医療
　─診療の質を高めることと
　学校精神保健への関与─

　座長：小石誠二
　　　（川崎こども心理ケアセンターかなで）

　　　　小林潤一郎（明治学院大学）
　

　指定討論：

　近藤幸男（横浜市立鴨志田中学校）

　高木一江（横浜市中部地域療育センター）

　17：15～　閉会あいさつ

17:30

　15：25～16：15

　一般演題E（4題）
　教育と医療2
　座長：米山　明
 　 　（心身障害児総合医療療育センター）

　　　　遠藤明代（佐々総合病院）

16:00

　16：15～17：15

　会長講演
　「発達障害医療は子どもの学校生活
　　にどうかかわるか？─教師ととも
　　に子どもの学びを支える医療を
　　目指して─」
　講師：小林潤一郎（明治学院大学）

　座長：小林繁一（静岡県立こども病院）

16:30

17:00

15:30

　11：50～12：50

　ランチョンセミナー
　「報酬系からADHDや愛着
　　障害の脳を科学する」
　講師：友田明美（福井大学）

　座長：平谷美智夫
　　（平谷こども発達クリニック）
　協賛：ヤンセンファーマ株式会社

　11：50～12：50

　ランチョンセミナー
　「コラボ教室における適応
　　困難な子どもの強み
　　（才能）を生かす
　　教育実践」
　講師：岡田克己
　　　（横浜市立仏向小学校）

　座長：原　郁子
（横浜市総合リハビリテーションセンター）

12:00

12:30

　8：30～

　学会受付開始

　8：20～9：25

　臨時
　代議員総会・
　新理事会・
　新代議員総会

9:00

9:30

　9：40～10：30

　一般演題D（4題）
　LD・ADHD
　座長：渡部泰弘（秋田県立医療療育センター）

　　　　関あゆみ（北海道大学）

10:00

話題提供

「療育センターにおける

学校支援事業について」

講師：齊藤共代
（横浜市北部地域療育センター）

「家庭や学校とともに取り組む

評価と支援

－視覚障害と発達障害を重複する

子どもに関して－」

講師：東江浩美
（国立障害者リハビリテーションセンター）

「教育と保育と医療の壁は高くない！？

－5歳児健診事業と子ども発達支援センター

所属の教員が子ども支援を円滑にする－」

講師：小林穂高（名張市立病院/関西医科大学）

月 日（日）


